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日
本
株
の
変
化
が
際
立
っ
て
き
ま
し
た
。
経
済
動

向
を
観
測
す
る
ル
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、
株
高
債
券
安
、
あ
る

い
は
株
安
債
券
高
の
同
時
進
行
を
若
い
時
分
に
先
輩
か
ら
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
数
ヵ
月
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

実
態
的
に
企
業
業
績
、
ベ
ー
ス
マ
ネ
ー
と
も
さ
ほ
ど
の
変
化
を

し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
円
安
株
高
、
円
高
株
安
の
市

況
連
動
の
み
が
先
行
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
一
方
で
国

債
価
格
が
ほ
ぼ「
中
立
」
的
な
動
き
な
の
は
不
気
味
で
す
。「
失

わ
れ
た　

年
」
を
経
て
、
こ
れ
が
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」
に
な

２０

っ
て
い
く
の
か
ど
う
か
、
検
分
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

２
月
の
講
演
会
は
、
熊
谷
亮
丸
氏
（
大
和
総
研
チ
ー
フ
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
）、
塩
田
潮
氏
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
、
評
論

家
）、
金
慶
珠
氏
（
東
海
大
学
准
教
授
）、
今
井
澂
氏
（
国
際
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
）
を
お
招
き
し
ま
し
た
。 

（
塚
田　
紀
史
）

　

経
済
倶
楽
部
便
り
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◆
中
部
◆　

年
明
け
の
中
部
地
区
経
済
４
団
体
の
賀
詞
交
換
会

に
最
近
は
東
京
中
心
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
豊
田
章
男
社
長
が
出

席
し
て
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
一
昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

以
降
、
国
内
で
３
０
０
万
台
生
産
し
て
い
る
ト
ヨ
タ
は
東
北
や

九
州
で
の
生
産
を
合
計
で
１
５
０
万
台
ま
で
拡
大
さ
せ
る
方
針
。

そ
の
た
め
、
雇
用
流
出
へ
の
懸
念
が
地
元
名
古
屋
圏
で
も
高
ま

っ
て
お
り
、
そ
の
辺
り
を
意
識
し
て
の
地
元
財
界
へ
の
顔
見
せ

と
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
愛
知
県
は
昨
年
ま
で
で　

年
間
、

３６

工
業
出
荷
額
が
全
国
１
位
。
と
り
わ
け
部
品
産
業
も
含
め
て
自

動
車
産
業
の
影
響
は
甚
大
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、
自
動
車
産
業

の
マ
イ
ナ
ス
を
カ
バ
ー
す
る
産
業
に
乏
し
い
と
い
う
の
が
弱
点

で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
今
期
は

５
期
ぶ
り
に
営
業
利
益
１
兆
円
超
え
の
見
込
み
で
、
地
元
名
古

屋
圏
景
気
に
も
明
る
さ
が
増
し
て
き
そ
う
で
す
。

　

２
月
の
定
例
講
演
会
は
長
谷
川
幸
洋
・
東
京
新
聞
論
説
副
主

幹
、
吉
本
佳
生
・
関
西
大
学
大
学
院
特
任
教
授
、
中
西
輝
政
・

京
都
大
学
名
誉
教
授
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

（
日
暮 
良
一
）
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